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沖英寮便り４月

寮生集会４月（新入寮生歓迎会、避難訓練など）をもちました

寮監の言葉です

新年度が始まりました。東京での新たな生活に緊張感を持ちながら大学生活を楽しみましょう。大学の卒

業のみではなく職業に就くことも目標としましょう。「出る杭は打たれる！」。人の上に立つことは人生

においていつかは経験することであり、進んで地位の高いところを目指しましょう。すると多くは様々な

場面でたたかれることが出てきます。そこで「様々な批評を受け留め、生かして、信頼される出る杭になり

ましょう！」。沖英寮に来たからには社会において信頼される指導者を目指しましょう。

避難訓練

４月には避難訓練を行っています。今回は各自部

屋から避難する方法で食堂へ集合し、寮監より火

災の元となるヒーター、アイロン、オーブントー

スターなどへの注意、消火器の使用方法、心得を

話しました。

新規入寮生歓迎会

７人のメンバーが加わり、寮生委員会は２０人

となりました。先輩も含め全員で自己紹介、プ

レゼント、記念撮影をしました。以下に、新規

入寮生のコメントを紹介します。

この寮に来る前はずっと「そもそも寮生活に慣れ

ることできるかな」と思ってましたがとても安心

出来る住みやすい環境でした。

大学ではコツコツと、でも楽しんで、バイトで社

会を学び、充実した生活を過ごしていきたいと

思っています。

沖英寮から約一時間かけて文京区の大学に通っています。自由

と自律のもとで大学内外で新しいことにたくさんチャレンジで

きる生活は大変でもあり楽しくもあります。社会人になる前に

大学生としてここでしかできないことをできていることに感謝

したいです。沖英寮では、先輩が大学生活やバイトのことなど

優しく教えてくださり、同郷の同級生の仲間にも恵まれ、安心

して過ごすことができます。

沖英寮では同じ沖縄出身の同級生や先輩方がいてと

ても安心して学生生活を送ることができています。

今後は勉強やサークルを両立しながら東京でしかで

きないことを沢山挑戦していきたいです。



沖英寮にきて、東京での生活の不安もす

ぐになくなりました。

駅も近くて大学にも行きやすく、ご飯も

ちゃんと出るので安心して過ごせます。

沖英寮に来てみて、さまざまな大学の方達と関わることができた

し、みんな沖縄出身なので上京しても沖縄を感じることができま

した。また、寮に帰ってきて、食事室でみんなで話したりテレビ

を見たりして楽しいです。今後頑張りたいことは、TOEICの点数を

上げたいです。そのために、英語の勉強を頑張りたいと思います。

また、さまざまなことに挑戦してみたいです。自分がやりたいと

思ったことを挑戦してみて、後悔しないように頑張っていきたい

です。

沖英寮に来てよかったことは、食事が整っていて栄養バラ

ンスが取れることや、地元の仲間がいて安心して過ごせる

ことです。また、地域や沖縄県からのお知らせなども確認

し、大学でまちづくりを学んでいるため、地域活性化につ

ながるボランティアなどに積極的に参加したいと考えてい

ます。

ここでは、自分と同じ沖縄出身の人と話すことができ

るので、寂しさを感じることもなく、のびのびと過ご

せています。これからは様々な場所に行ったり、沖縄

ではできないようなことを体験していけたらと思って

います。



快挙！！！


